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顧
客
本
位
の
業
務
運
営
の
さ

ら
な
る
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る

　

金
融
庁
で
は
、「
顧
客
本
位
の

業
務
運
営
に
関
す
る
原
則
」（
以

下
、
原
則
）
等
を
踏
ま
え
た
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
通
じ
、
販
売
会
社
等

に
よ
る
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
の

確
保
に
向
け
た
取
組
み
を
促
し
て

い
る
。
２
０
２
２
事
務
年
度
は
仕

組
み
債
を
中
心
に
、
昨
事
務
年
度

は
、
外
貨
建
て
一
時
払
い
保
険
、

仕
組
み
預
金
、
仕
組
み
債
等
に
つ

い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ（
注
１
）を
行
い
、

７
月
５
日
に
「
リ
ス
ク
性
金
融
商

品
の
販
売
・
組
成
会
社
に
よ
る
顧

客
本
位
の
業
務
運
営
に
関
す
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
」（
以
下
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
）
を
公
表
し
た
。

　

今
回
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
で

は
、
以
前
見
ら
れ
た
よ
う
な
「
仕

組
み
債
の
販
売
を
継
続
す
る
か
ど

う
か
経
営
レ
ベ
ル
に
お
い
て
議
論

す
べ
き
」
や
、「
国
民
の
資
産
形

成
に
資
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

構
築
が
難
し
け
れ
ば
、
リ
テ
ー
ル

ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
の
撤
退
も
選
択

肢
」
な
ど
と
い
っ
た
踏
み
込
ん
だ

表
現
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
プ

ロ
ダ
ク
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
の
整

備
・
構
築
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ら

な
る
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
で

の
指
摘
事
項
に
入
る
前
に
、
新
た

な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
「
プ
ロ

ダ
ク
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
に
つ
い
て

金
融
審
議
会
で
の
議
論
を
紐
解
い

て
い
き
た
い
。

　
　

プ
ロ
ダ
ク
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は

　

金
融
審
議
会
市
場
制
度
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で
は
、
資
産
運

用
会
社
が
適
切
な
商
品
組
成
・
提

供
・
管
理
、
透
明
性
の
確
保
等
を

よ
り
進
め
、
販
売
会
社
に
お
い
て

も
、
資
産
運
用
会
社
と
適
切
に
連

携
す
る
こ
と
で
、
製
販
全
体
と
し

て
顧
客
に
ふ
さ
わ
し
い
商
品
が
提

供
さ
れ
る
態
勢
の
確
立
を
め
ざ
し
、

７
月
２
日
に
「
金
融
審
議
会　

市

場
制
度
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

報
告
書

－

プ
ロ
ダ
ク
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
確
立
等
に
向
け
て
―
」（
以

下
、
報
告
書
）
を
公
表
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
で
は
、
プ
ロ
ダ
ク

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
「
顧
客
の
最
善

の
利
益
に
適
っ
た
商
品
提
供
等
を

確
保
す
る
た
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

と
定
義
し
、
製
販
全
体
と
し
て
顧

客
の
最
善
の
利
益
の
実
現
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
と
し
て
い
る
。

併
せ
て
、
原
則
に
プ
ロ
ダ
ク
ト
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
具
体
化
し
補
充
す
る

項
目
を
追
加
（
注
２
）
す
べ
き
と
の

提
言
が
行
わ
れ
た
（
注
３
）。

　

プ
ロ
ダ
ク
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お

い
て
は
、「
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
・

コ
ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス
・
合
理
性
」

と
「
想
定
顧
客
属
性
の
特
定
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
組
成
会
社
と
の

建
設
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
重
要
と
な
る
。
具
体
的
に
は
図

表
１
の
と
お
り
、
例
え
ば
投
資
信

託
の
運
用
会
社
は
組
成
会
社
と
し

て
、
商
品
組
成
時
に
は
、
顧
客
の

真
の
ニ
ー
ズ
を
想
定
し
た
上
で
、

中
長
期
的
に
持
続
可
能
か
、
リ
ス

1

２

株式会社日本資産運用基盤グループ　主任研究員　長澤　敏夫

　金融庁が2024年 7月に公表したモニタリング結果では、外貨建て一
時払い保険や仕組み預金等をプロダクトガバナンス態勢、販売・管理態勢
などの切り口で検証している。また、同時期に公表された金融審議会の報
告書では、プロダクトガバナンス態勢の構築に向けた「顧客本位の業務運
営に関する原則」の改訂が提言された。こうした中、本稿では、当局のモ
ニタリング結果等から窺える課題をいかに解決すべきか考察する。

POINT金融庁モニタリング結果のポイント
～プロダクトガバナンスとは何か～
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ク
・
リ
タ
ー
ン
・
コ
ス
ト
が
合
理

的
な
水
準
と
な
っ
て
い
る
か
を
検

証
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
商
品
の
複
雑
さ
や
リ
ス
ク
等

の
金
融
商
品
の
特
性
に
応
じ
て
、

販
売
対
象
と
し
て
適
切
な
想
定
顧

客
属
性
（
損
失
負
担
能
力
等
の
資

産
状
況
、
取
引
経
験
、
知
識
及
び

取
引
目
的
・
ニ
ー
ズ
等
）
を
特
定

し
、
販
売
会
社
に
情
報
連
携
す
る

こ
と
と
な
る
。
そ
の
際
、
商
品
を

購
入
す
べ
き
で
な
い
顧
客
も
特
定

す
べ
き
と
し
て
い
る
点
に
は
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
、販
売
会
社
が
商
品
の
選
定・

導
入
を
行
う
際
に
は
、
組
成
会
社
か

ら
連
携
さ
れ
る
情
報
等
に
基
づ

き
、
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
や
コ

ス
ト
・
リ
タ
ー
ン
の
合
理
性
を

検
証
し
、
導
入
後
も
商
品
性
を

継
続
的
に
検
証
し
、
必
要
に
応

じ
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
顧
客
へ
の
販
売
に
当

た
っ
て
は
、
想
定
顧
客
属
性
を

十
分
理
解
し
た
上
で
、
顧
客
の

適
合
性
を
判
断
し
て
行
う
必

要
が
あ
る
。
販
売
後
に
は
、
個

人
情
報
と
な
ら
な
い
形
で
購

入
し
た
顧
客
属
性
に
関
す
る

情
報
や
、苦
情
等
を
含
む
顧
客

の
反
応
、
販
売
状
況
に
関
す

る
情
報
を
組
成
会
社
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
組
成
会
社
は
、

組
成
時
に
想
定
し
て
い
た
リ
ス

ク
・
リ
タ
ー
ン
等
の
商
品
性
が
確

保
さ
れ
て
い
る
か
継
続
的
に
検
証

し
、
想
定
顧
客
属
性
と
実
際
に
購

入
し
た
顧
客
属
性
の
合
致
状
況
を

検
証
す
る
な
ど
し
て
、
必
要
に
応

じ
て
運
用
・
商
品
提
供
の
改
善
に

活
か
し
て
い
く
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
組
成
会
社
・
販
売

会
社
間
で
建
設
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
製
版
全
体
で
、

各
段
階
の
品
質
管
理
だ
け
で
な
く
、

組
成
か
ら
償
還
に
至
る
金
融
商
品

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
中
で
、

実
効
的
に
機
能
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
で
の
指

摘
事
項

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
で
は
、
今

年
４
月
の
中
間
報
告
（
注
４
）
に
記

載
さ
れ
た
外
貨
建
て
一
時
払
い
保

険
と
仕
組
み
預
金
に
、
仕
組
み
債
、

外
貨
建
て
債
券
、
フ
ァ
ン
ド
ラ
ッ

プ
を
加
え
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
態
勢
、
販
売
・
管
理
態
勢
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
手
数
料
体
系

等
の
切
り
口
で
検
証
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
ず
、
外
貨
建
て
一
時
払

い
保
険
に
つ
い
て
み
る
と
、
プ
ロ

ダ
ク
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
の
観
点

か
ら
は
、
多
く
の
重
点
先
で
リ
ス

ク
・
リ
タ
ー
ン
検
証
を
十
分
に
行

わ
な
い
ま
ま
、
予
定
利
率
や
積
立

利
率
と
い
っ
た
表
面
金
利
等
の
形

式
的
な
情
報
を
踏
ま
え
て
商
品
を

導
入
し
て
い
る
と
さ
れ
た
。

　

金
融
庁
に
お
い
て
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

運
用
終
了
分
の
保
険
は
、
継
続
期

間
５
年
以
上
の
保
険
に
比
べ
劣
後

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
図

表
２
Ⓐ
）。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
型
保
険

を
中
心
に
、
購
入
後
４
年
間
で
約

６
割
の
解
約
等
が
発
生
し
、
契
約

継
続
期
間
の
平
均
が
２
・
５
年
と

短
期
化
し
て
お
り
、
顧
客
が
複
利

運
用
効
果
を
十
分
に
享
受
で
き
て

い
な
い
可
能
性
（
図
表
３
Ⓑ
）
や

解
約
に
伴
う
費
用
が
利
幅
を
押
し

下
げ
て
い
る
状
況
が
窺
わ
れ
た

（
図
表
３
Ⓒ
）
と
し
て
い
る
。

３

図表１　プロダクトガバナンスの概要

出典：報告書やモニタリング結果に基づき、筆者作成

定義・目的

求められる対応

■ 顧客の最善の利益に適った商品提供等を確保するためのガバナンス
■ 製販全体として顧客の最善の利益の実現を図ることを目的
■ 対象となる「金融商品」の定義は設けない（プリンシプルベース・アプローチ）
例: 投資信託、仕組み債、仕組み預金、外貨建て一時払い保険等の貯蓄型保険などが考えられる。

■ 商品組成時（組成会社）
　・顧客の真のニーズを想定した上で、リスク・リターン・コストが合理的な金融商品を組成。
　・想定顧客属性（資産状況、取引経験、知識及び取引目的・ニーズ等）及び購入すべきでない顧客を特定し、販売会社に情報連携。
■ 商品選定、販売及び販売後（販売会社）
　・リスク・リターン・コストなど、事前・事後の商品性の検証。
　・想定顧客属性を理解した上で、自らの責任の下、顧客の適合性を判断し、販売。
　・購入した顧客属性に関する情報や顧客の反応・苦情等を集計、組成会社にフィードバック。
■ 商品の改善・見直し（組成会社）
　・商品性の継続的検証、想定顧客と販売顧客の合致確認、必要に応じ運用・商品提供の改善。
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タ
ー
ゲ
ッ
ト
型
保
険
に
つ
い
て

は
、
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
検
証
が

十
分
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ

り
、
顧
客
が
十
分
な
リ
タ
ー
ン
を

享
受
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、

販
売
・
管
理
態
勢
の
面
か
ら
も
、

目
標
値
に
到
達
し
た
契
約
の
多
く

が
解
約
さ
れ
乗
換
販
売
が
行
わ
れ

て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
今
回
金
融
庁
で
は
、
販
売
会

社
よ
り
顧
客
カ
ー
ド
を
入
手
し
分

析
し
た
と
こ
ろ
、
為
替
・
金
利
リ

ス
ク
を
理
解
で
き
て
い
な
い
可
能

性
の
高
い
顧
客
や
リ
ス
ク
許
容
度

が
低
い
と
考
え
ら
れ
る
顧
客
な
ど
、

２
割
の
顧
客
で
外
貨
建
て
一
時
払

い
保
険
を
購
入
す
る
た
め
の
知

識
・
投
資
経
験
不
足
の
懸
念
や
投

資
方
針
と
の
不
一
致
の
懸
念
が
認

め
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
プ
ロ
ダ

ク
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
求
め

ら
れ
る
想
定
顧
客
属
性
を
理
解
し

た
上
で
、
顧
客
の
適
合
性
を
判
断

し
販
売
す
る
態
勢
が
十
分
機
能
し

て
い
る
か
改
め
て
振
り
返
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
で

は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
型
保
険
を
保
有

す
る
顧
客
が
解
約
す
る
前
に
、
目

標
値
の
引
上
げ
に
関
す
る
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
な
ど
適
切
な
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
行
う
よ
う
促
す
取
組

み
を
行
っ
て
い
る
工
夫
事
例
も
あ

る
と
し
て
い
る
。
本
来
長
期
保
有

を
前
提
と
す
る
外
貨
建
て
一
時
払

い
保
険
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
型
を
推

奨
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
顧
客
の
長

期
的
な
ゴ
ー
ル
を
十
分
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
た
上
で
、
そ
れ
に
見
合
っ

た
目
標
値
の
設
定
を
行
い
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
時
に
は
、
家
族
構
成

や
資
産
状
況
の
変
化
な
ど
が
な
い

か
確
認
を
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
、

見
直
し
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

そ
う
し
た
基
本
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

の
流
れ
が
営
業
現
場
に
定
着
し
て

い
る
か
、
定
期
預
金
満
期
先
な
ど

の
大
口
の
入
金
先
に
金
利
の
優
位

性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
販
売
と
な
っ

て
い
な
い
か
な
ど
の
販
売
態
勢
に

係
る
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
仕
組
み
預
金
に
つ
い
て

は
、
過
去
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
が
、
今
回
外
貨
償
還
特
約
付

「
ト
ー
タ
ル
リ
タ
ー
ン
（
年
率
）
の
平
均
」（
％
）

図表２　運用パフォーマンス分析（米ドル建て／運用終了分）

図表３　運用成果要素別分析（米ドル建て／運用終了分）

（注1）左記図表の「投資信託（先進国債券・５年）」には、米ドル建債券に限らず、他の先進国通貨
建債券で運用する投資信託も含まれている。

（注2）右記図表の「Ⓑ」（「積立金の増加」）は、顧客が負担する販売手数料等を控除している。
＜出所等＞左図：QUICK資産運用研究所及び保険会社８社からデータの提供を受けて、金融庁
で作成（「各リターン等の算出方法等」は、2024年４月３日公表の「中間報告」５ページを参照）
右図 ： 保険会社８社からデータの提供を受けて、金融庁で作成（「運用成果における各要素の概
略」は、2024年４月３日公表の「中間報告」５ページを参照）
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預
金
に
つ
い
て
の
検
証
結
果
が
公

表
さ
れ
た
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
観
点
か
ら
は
、
外
貨
建
て

一
時
払
い
保
険
と
同
様
に
、
多
く

の
重
点
先
で
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン

の
合
理
性
に
つ
い
て
十
分
に
検
証

し
な
い
ま
ま
導
入
し
て
お
り
、
導

入
後
も
、
販
売
実
績
等
を
基
に
十

分
な
検
証
を
行
っ
て
い
な
い
と
し

て
い
る
。
販
売
・
管
理
態
勢
に
つ

い
て
も
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
内
包

し
た
円
高
時
の
元
本
割
れ
の
可
能

性
商
品
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

い
な
い
顧
客
に
も
販
売
し
て
い
る

と
し
て
い
る
。仕
組
み
預
金
は「
預

金
」
と
名
が
つ
く
の
で
、
顧
客
は

仕
組
み
債
以
上
に
預
入
元
本
が
喫

損
す
る
と
思
っ
て
い
な
い
可
能
性

も
あ
り
、
よ
り
丁
寧
な
説
明
が
求

め
ら
れ
る
商
品
で
あ
る
と
考
え
る
。

仕
組
み
預
金
の
販
売
額
は
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
対
象
先
の
主
要
行
等
９

行
と
地
域
銀
行
30
行
に
お
け
る
23

年
度
上
期
の
販
売
額
は
１
２
０
０

億
円
程
度
と
、
外
貨
建
て
一
時
払

い
保
険
の
同
時
期
の
販
売
額
１
兆

１
０
０
０
億
円
と
比
べ
れ
ば
小
さ

い
も
の
の
、
販
売
停
止
と
な
っ
た

仕
組
み
債
の
代
替
商
品
と
し
て
態

勢
整
備
が
不
十
分
な
ま
ま
販
売
さ

れ
て
い
な
い
か
、
牽
制
の
意
図
も

あ
り
大
き
く
取
り
上
げ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　

顧
客
意
識
調
査
で
見
え
て
き

た
顧
客
の
評
価
と
期
待

　

昨
事
務
年
度
は
、
３
年
ぶ
り
に

「
リ
ス
ク
性
金
融
商
品
販
売
に
係

る
顧
客
意
識
調
査
」
を
行
っ
て
お

り
、
調
査
結
果
の
一
部
に
つ
い
て

も
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

金
融
機
関
が
公
表
し
て
い
る
原

則
の
取
組
方
針
・
取
組
状
況
・
共

通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
つ
い
て
、「
確
認
し

た
こ
と
が
あ
り
、
役
に
立
っ
た
」

と
回
答
し
た
者
の
割
合
は
12
・
０

％
と
前
回
の
６
・
２
％
に
比
べ
上

昇
し
て
い
る
。
ま
た
、
資
産
運
用

に
関
す
る
金
融
機
関
の
対
応
状
況

の
変
化
に
つ
い
て
は
、「
と
て
も

良
く
な
っ
た
」
又
は
「
少
し
良
く

な
っ
た
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合

は
22
・
８
％
と
前
回
の
10
・
４
％

と
比
べ
上
昇
し
て
い
る
（
注
５
）。

「
投
資
未
経
験
者
で
あ
る
が
将
来

的
に
は
購
入
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
者
」
に
対
す
る
質
問
で
、

「
担
当
者
に
よ
る
資
産
運
用
や
そ
の

手
続
き
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
」
が

あ
っ
た
ら
38
・０
％
が
金
融
商
品

を
購
入
し
た
い
と
答
え
、「
動
画
や

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
、ロ
ボ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
等
に
よ
る
資
産
運
用
や
そ
の

手
続
き
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

等
」
の
29
・
２
％
よ
り
高
い
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
対
面
金

融
機
関
利
用
者
」
が
希
望
す
る
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
方
法
に
つ
い
て
は
、

金
融
機
関
支
店
等
で
の
面
談

（
23
・
７
％
）
と
自
宅
等
へ
の
訪
問

（
14
・
３
％
）を
合
わ
せ
た
対
面
で
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ（
38
・０
％
）が
、E

メ
ー
ル（
15
・
4
％
）や
電
話
（
12
・

３
％
）に
比
べ
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
金

融
機
関
の
顧
客
本
位
の
業
務
運
営

の
取
組
み
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が

顧
客
に
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
金

融
機
関
の
対
応
に
つ
い
て
も
評
価

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
対
面
で
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
期
待

す
る
顧
客
が
多
い
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
資
産
運
用
立
国
実
現
プ

ラ
ン
の
中
で
も
「
顧
客
本
位
の
業

務
運
営
」
は
重
要
な
施
策
と
さ
れ

て
い
る
が
、
金
融
機
関
や
そ
こ
で

資
産
運
用
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
事
す

る
営
業
担
当
者
の
役
割
が
増
々
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
特
に
、

足
元
の
よ
う
な
相
場
が
不
安
定
な

時
こ
そ
、
対
面
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
真
価
を
発
揮
す
る
と
き
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　
　

商
品
起
点
か
ら
顧
客
起
点
へ

　

イ
ン
フ
レ
時
代
に
入
り
、
家
計

の
投
資
資
金
が
安
定
し
て
成
長
し

て
い
く
か
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、

家
計
と
金
融
市
場
を
つ
な
ぐ
金
融

機
関
の
行
動
が
増
々
重
要
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
リ
ス
ク
性
金
融
商
品

の
導
入
・
販
売
・
検
証
・
見
直
し

と
い
っ
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
際
に

４

５
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は
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
で

求
め
ら
れ
て
い
る
リ
ス
ク
・
リ
タ

ー
ン
・
コ
ス
ト
の
定
量
的
な
検
証

は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
何
を
売

ろ
う
か
、
買
っ
て
も
ら
お
う
か
の

商
品
起
点
（
販
売
者
の
論
理
）
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顧
客
に
ベ
ス
ト

な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
は
何
か
と
い

っ
た
顧
客
起
点
へ
の
発
想
の
転
換

も
併
せ
て
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に

は
、
自
ら
の
金
融
機
関
が
抱
え
る

顧
客
層
に
ど
の
よ
う
な
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
顧
客
の
利
益
に

つ
な
げ
て
い
く
か
と
い
っ
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
に
立
ち
返
っ
て
整
理

す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
顧
客
か
ら
選
ば
れ
る

金
融
機
関
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な

り
、
顧
客
本
位
と
自
ら
の
安
定
し

た
顧
客
基
盤
と
収
益
の
確
保
の
両

立
を
目
指
す
た
め
、
本
稿
が
そ
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

※　

※　

※

（
注
１
）
重
点
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

っ
た
先
（
重
点
先
）
は
、主
要
行
等
７
行
、

地
域
銀
行
グ
ル
ー
プ
15
先
、
証
券
会
社

９
社
、
保
険
会
社
８
社
。

（
注
２
）
原
則
の
改
訂
案
は
、
金
融
庁
に

よ
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
付
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
は
改
訂
案
の
段
階
で
執

筆
し
て
い
る
点
を
ご
了
承
願
い
た
い
。

（
注
３
）
原
則
が
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー

ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
改
訂
案
で
は
、「
金
融
商
品
」

の
定
義
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
投

資
信
託
、
仕
組
み
債
、
仕
組
み
預
金
、

外
貨
建
て
一
時
払
い
保
険
等
の
貯
蓄
型

保
険
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
（
釣
り
合
い
の

取
れ
た
方
法
）
と
し
て
、
コ
ス
ト
及
び

実
務
面
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
に
も
配

慮
し
、
商
品
に
よ
っ
て
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
に
も

留
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
注
４
）「
リ
ス
ク
性
金
融
商
品
の
販
売

会
社
等
に
よ
る
顧
客
本
位
の
業
務
運
営

に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
（
２
０

２
３
事
務
年
度
中
間
報
告
）」

（
注
５
）
選
択
肢
・
対
象
者
の
属
性
が
異

な
る
た
め
単
純
比
較
は
で
き
な
い
と
し
て

い
る
点
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

通信講座

 iDeCo活用提案講座
受講期間：２ヵ月／受講料：12,000円（税込）
受講期間：３ヵ月／受講料：14,300円（税込）

■テキスト１　確定拠出年金の基礎知識

■テキスト２　iDeCoの提案と投資知識

　顧客にとって、iDeCoは老後資金確保に向けた大きな選択肢になっ
ているといえ、金融機関の担当者としては、的確な営業活動が重要
となります。老後資金確保ニーズに対して、他の金融商品を推奨す
る場合にも、iDeCoの特性をきちんと理解したうえでの提案・販売活
動が不可欠です。
　本講座は、iDeCoの全体像から加入提案の方法まで詳しく解説しま
した。

金融機関の確定拠出年金口座獲得の必要性／確定拠出年金の概要と位
置付け／顧客の関心事と適切な回答（Q＆A）

iDeCoのアプローチとアドバイス／自営業者へのアプローチとアドバイス
投資教育と投資助言／投資商品の基礎知識


